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The Society Based on the Femininity and the Way of Life Rooted in the Localism
～ A Study to Seek for the Life Vision as “Living Person” in the Future ～
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The aim of this paper was to seek for the life model in the post-modern society, which it might 
value on the human development much more than the economic development. To seek for this 
issue, the author searched for the life works of Dr. Kazuko Tsurumi, the Japanese sociologist in 
the 20th century, on the endogenous development theory. Because it has been improved as an 
alternative development theory against the Western style of modernization.
This research found that it contained two main aspects in the endogenous theory developing. 
At fi rst it emphasized on the regional life and the traditional way of style, which had been created 
by the common people living in nature. Secondly it had a high affi nity with the ecology to keep 
the life satisfy a basic needs under the mind of nature and human unifi cation The conclusion was 
that it would be important to have the spirit of animism in ordinary life. To realize such lifestyle, 
we should evaluate of the regional and traditional lifestyle and enjoy the beauty and wonders of 
nature. It might become the value symbiosis society to acknowledge each other's existence and 
severl cultures. We could call it the society based on the femininity, because it was rooted in the 
essence of life.























































































































































































































の柳田国男の仕事（Yanagita Kunio’s Work as a Model 
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性への感謝の念に根ざす（中村・鶴見 2002、pp.185-
186）。自然を「愛でる心」と置き換えてもよい（佐佐
木・鶴見 2002、pp.106-108、p110）。それは、人間は
地球的自然の一員であることの自覚を高めるものであ
る。地域の文化を愛し、伝統を再創造することは、同
時に、自然環境保全の心を育て、地球上の様々な民
族・文化とも共感、共生しあう「地球主義」ともな
る。地域に生きながら地球（グローバル）を思う（川
勝・鶴見 2008､pp.80-83）。すなわち、地域の文化を地
球貢献にどのように結びつけられるか、という発想の
中で日々の暮らしに主体的に働きかける人が、これか
らの「生活者」像である。
６.おわりに
　内発的発展論は、「成長し続ける社会」を是とした
西洋近代化とは違う価値に基づく社会のありようを見
出した。「成長の限界」が明らかである今日、これか
らの人と暮らしと社会を考える拠り所となるといって
よいであろう。内発的発展論からみた社会は、固有の
地域性に基づく自立した社会が多様に共存しあう姿を
自然とする。そして、社会の中で人間は、それぞれの
生命を内発的に生き、次の世代にいのちをつないでい
く。従って、個々の人間が固有に有する内発性を十全
に発揮できるような生き方、その受け皿となる社会づ
くりが求められていく。
　その生き方とは、本稿の考察を通じての結論は、そ
れぞれの個人にとっての地域に根ざした「ローカリズ
ム」12）を重視する生き方である。それは、「古人のい
のち（魂）」と「自然界のいのち（魂）」との紡ぎ合い
の中で、自らの拠って立つアイデンティティを持つこ
とである。それを根底で支えるのは、「アニミズム」
の思想である。原始的なアニミズムに、後戻りするの
ではない。地球上のあらゆるもの（無生物も含めて）
に、人間と同じ「いのち（魂）」を感じていつくしむ
アニミズムの心は、「共生の場としての自然環境の保
全」（鶴見 1998e、p.275）が求められる現代にふさわ
しい。
　このアニミズムの心を中心価値におき、人間と自然
の一体感を感じる暮らし方の中に、あらゆるものの対
等性と多様性と関係性を認めていこうとする内発的
発展に基づく社会の性格は、本稿で述べてきたように
「女性社会」と呼ぶことができるのではないだろうか。
ここで「女性」とは、鶴見が指摘するように、現実の
男性、女性の区別を指すのではない。しかしながら、
それは女性の特性（女性性）に由来するところからの
命名であることを考えると、これからの「生活者」に
向けて、女性への期待が高まる時代と捉えることも可
能であろう。
　現代は、ワーク・ライフ・バランス社会がめざさ
れており、意識さえ持てば、「生活」の価値を重視
した生き方が可能である。そのような時代を追い風
として、「地域」に生きるということの意義を深め、
女性が高い意識をもって、コミュニティ・リーダー
（キー・パーソン）としての生活者になることが望ま
れる。ここでいう「地域」は、具体的な「土地」に密
着した「地域」であると同時に、日本文化の故郷を呼
び起こしてくれるという意味での「地域」でもある。
日本人の長い伝統の中で培われてきた生活文化を掘り
起こし、自らの精神の柱をしっかりと持って、「暮ら
しと社会」に主体的に働き掛けをしていく。そこに
は、日本の伝統の生活文化が自然に根ざしていたとこ
ろから、「自然との共生」というエコロジーの時代の
課題にかなう暮らしが創り上げられていく。このよう
に、「地域」に根ざしつつ、「地球主義」に連なる暮ら
し方が展望される。その主体となる生き方を模索する
中に、旧来の良妻賢母とも、キャリア型とも違う、新
しい女性像もあるといえるのではないだろうか。
　問題は、女性たちがその価値に気づき、生活に働き
かけをする主体となれるかどうかというところにあ
る。新たなる生活価値の探究が豊かな人間としての生
き方に結びつくよう、受け皿の社会のあり方と自立し
た生き方を実現するための女性の意識をいかに高めて
いくかを次なる課題として検討していきたい。
注　　　　　　　　　　
1）　 天野正子によれば、「生活者」は、外国語に翻訳をする
ことが難しく、日本独自の「自生え」の概念である。
「無私、もしくは『わたし』を携えた固有の名をもって
存在する『ひと』であり、『家族や地域の暮らし』を基
底に、暮らし方、ひいては自分の生き方を意識して見直
すことに、社会の展望を求めようとする人々」であり、
「他者との共通の主題、関心のもとに相互につながり、
小さな共同性・公共性への回路を模索していく過程への
参画を果たそうとする人々」をその定義としている。西
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洋の社会で求められる「個人」というものとは違う、と
する。（天野正子（2012）、現代「生活者」論、pp.2-3、
有志舎）
2）　 複数のデータベースをもとに、「内発的発展」に関す
る文献、論文をリスト化した三浦・川本は、「まちづ
くり・地域再生」「地域経済」「環境保全」「理論分析」
「その他」の項目に整理している。（三浦哲司・川本充
（2012）、内発的発展　文献・論文リスト、龍谷政策学論
集 2（1）、pp.85-97）
3）　 天長節に欠席し、軽井沢に行ったため学校で問題化。
「不忠の臣」と言われ、母が呼ばれたというもの。1929
（昭和 4）年のできごと。
4）　 日本作文の会主催「第一回作文教育全国協議会」。これ
は、国分一太郎、無着成恭らによって推進された、子ど
ものための「生活綴方」運動で、この縁を得たのも、成
城学園での教育が背景にあるとしている（鶴見 1998f、
p.125）。
5）　 このころから「もう一つの発展」（オルタナティヴ・
ディヴェロップメント：alternative develop-ment）という
ことが、国際的にもさかんに使われ始めたが、外からモ
デルを借りて発展することに対して、内からモデルを
創出することを強調するために、「内発的発展論」とい
う呼び名に固執している、と鶴見は述べている（鶴見
1997a、p.12）。
6）　 鶴見和子「国際関係と近代化・発展論」（武者小路公秀　
蝋山道雄編（1976）、国際学、pp.56-75、東京大学出版会）
7）　この論文の一部が英文で発表された。
8）　 このような指摘は、文化人類学者、岩田慶治の書物に詳
しい。
9）　 南方自身がそう名付けたのではなく、鶴見が、1978年に
仏教哲学の権威・中村元にこの図を見せたときに、即座
に中村が言った言葉を、そのまま鶴見が使っているもの
である（鶴見 1999、p.12）。
10）内発的発展は、次のように定義されるに至った。
「内発的発展とは、目標において人類共通であり、目標
達成への経路と創出すべき社会のモデルについては、多
様性に富む社会変化の過程である。共通目標とは、地球
上すべての人々および集団が、衣食住の基本的要求を充
足し人間としての可能性を十全に発現できる、条件をつ
くりだすことである。それは、現存の国内および国際間
の格差を生み出す構造を変革することを意味する。
　そこへ至る道すじと、そのような目標を実現するであ
ろう社会のすがたと、人々の生活のスタイルとは、それ
ぞれの社会および地域の人々および集団によって、固有
の自然環境に適合し、文化遺産にもとづき、歴史的条件
にしたがって、外来の知識・技術・制度などを照合しつ
つ、自律的に創出される。したがって、地球的規模で内
発的発展が進行すれば、それは多系的発展であり、先発
後発を問わず、相互に、対等に、活発に、手本交換が
おこなわれることになるであろう」（鶴見 1997a、p.522。
初出は、鶴見「内発的発展論へむけて」：川田・三輪編
（1980）現代国際関係論、p.193、東京大学出版会）
11） 鶴見自身、病気後の第二歌集『回生』は、南方熊楠につ
いて書くことを予定している本の「心象風景となるもの
である」と語っている（鶴見 1999、p.63）。
12） 地理的な局域のあり方を尊重することに価値をおく見
方・思想、それに由来する態度や行動の性質のことを地
域主義（ローカリズム）という。地域の伝統や土着性、
内発性や持続性を尊重する普遍的立場という意味がしば
しば期待される。（大澤真幸他編（2012）、現代社会学事
典、p.872、弘文堂）1970 年代に経済学者・玉野井芳郎
らによって「地域主義」は提唱され、鶴見も玉野井と仕
事を共にし、大いに影響を受けている。90 年代に入り、
ローカルの対極にはグローバルという言葉が想定される
ようになった。
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